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人を健やかにしたのに…なぜ？（ヨハネ7:19-24）
　
どこの国でも同じでしょうが、この日本の国でも実は暗やみに覆われていて、特に偶像に染まっていて人間中心主義が深く根を下ろしています。それで災いの危機に立っているところです。そこで唯一、日本を愛していらっしゃる神様が、愚かな私たちを先に召されてそこに唯一の答えであるキリストの光を照らそうとしていらっしゃるし、そういう意味で皆さんひとりひとりはとても尊い貴重な存在であるし、聖なる国民でもあります。それから、それが神様の願いでありますので、十分にまっとうできるすべてを神様は与えていらっしゃるし、また備えていらっしゃいます。これからは信仰によってそれを味わいつつ、ある意味ではエンジョイするだけのことです。救われて神の民になっているということは、なんとすばらしい、美しい内容でしょうか。しかし、それにもかかわらず聖書のお話を正しく理解していないままどこかで勘違いしてしまうと、今日の聖書に出ているイエス様と会話をしてかみ合わなかったパリサイ人、ユダヤ人のようにミスを犯してしまうようになり、その祝福から遠ざかるようになってしまいます。非常に残念ではないでしょうか。クリスチャンには勝利しかありません。すべてを働かせて益となる不思議な国民です。それなのに勘違いがあれば、自分なりには正しくやるつもりで熱心に頑張るのに取り返しのつかないミスにつながるということを覚えていただきたいと思います。言葉を替えますと、そのようなものがクリスチャンであれば、自分の中に何か誤解があったり勘違いがあったり、福音より知らないうちに先走ってしまうようなものがあるかどうかを吟味して、それさえ修正して取り換えるようになり勘違いをなくすことさえあれば、もう備えられている、約束されている神のみわざの中を歩くという話でしょう。難しいことは何もありません。これがわかっていないとまた何かの言い訳に走ったり、誰かのせいにしたりという泥沼化から中々、抜け出すことができないかもしれません。そういうことではありません。

今日、イエス様がおっしゃっているように、なぜ安息日に生まれつき目が見えない人を完全にいやされて光を見るようにしてあげたのに、そのことが問題になってイエス様を殺そうとするようになるのでしょうか。彼らは何を言っているのかとごまかしているのですが、安息日に目が見えない人をいやされたということでイエス様を殺そうとしているのです。なぜでしょうか。人を全身健やかにしてあげたのに「ハレルヤ。感謝です。ありがとうございます」とお礼を言うべきなのに、なぜイエス様を殺そうとするのでしょうか。その理由は、イエス様が安息日にそういうことをなさったということが引っかかったのです。なぜ安息日に人をいやす仕事をするのか。それは安息日を破ることではないのかということと、それに対してイエス様が、神様がそれを成していらっしゃるから、だから、私もそれをやるのだ。神様のなさることであり、それが正解なのだとおっしゃったことによって、神を冒涜する発言だということでイエス様を殺そうとしていたのです。なぜ彼らはそうなってしまったのでしょうか。自分なりには、神の戒めを守るつもりで、神様のことを大事にするつもりで、正しくやるつもりだったのです。一生懸命、必死になって主のためにという思いがあったのです。それにもかかわらず、結果、正反対の方向に走り、取り返しのつかないミスにつながるようになりました。なぜでしょうか。正しくやるつもりが大切ではありません。熱心にやるのが問題ではありません。何かを守るかどうかが実は最善のテーマではありません。彼らは人間の本当の問題が何かがわかっていませんでした。そうすると、正しくやるつもりであっても、結果的にそのようなミスにつながるようになるということです。だから、私たちがそのようにならないためには、人間の本当の問題が何か、それに釘を刺さないといけません。何が人間の本当の問題なのでしょうか。私たちには様々な問題があります。家庭の問題もあるし、自分自身の内側の問題もあるし、人との人間関係の問題もあるし、社会の問題、国と国との問題もあります。精神的な様々な苦しみもあります。それが問題だと思っている限りは、クリスチャンでも結局はミスにつながるしかありません。そういうことが本当の問題ではなくて、それは表に現れている症状であって、本当の問題は、神様から離れてしまったことが本当の問題です。なぜかと言いますと、人間は最初から特別な霊的な存在として造られて、神のかたちに造られたものです。ご存知のように、根本的に魚は水の中、木は土に根を下ろして、人間は神様とともに。これが原理です。根本的に人が健やかに、また幸せに過ごすためには、この原理の中で原理を守らないといけないものですが、ここがすべて破れてしまったのです。人間が神を離れることになってしまいました。つまり、人の本当の問題は、私たちがこれだ、あれだというようなところではなくて、より根本的なところに問題があるということです。根っこの方に本当の問題があるのです。エペソ2：1には、自分の罪過と罪の中にあって、死んでいたものであって、もう魂が神様を離れることによって死んだ状態になってしまったというところに本当の問題があるのです。目に見えない根っこの方に問題があって葉っぱが枯れたり、枝の方に問題が生じ実らないという問題なのに、根っこは治そうとせずに葉っぱを拭いたり枝に何かをかけたりしています。それで問題の解決になるのでしょうか。それは本当の問題が何か分かっていないがゆえにとる処置です。結局は、根っこが治らない限りは、一時的に葉っぱがきれいになるかもしれませんが、結果的には取り返しのつかないミスにつながるようになるでしょう。滅びるようになるしかないわけですから。

だから、皆さん、クリスチャンの勝利は難しいことではありません。今日の聖書に出てくるパリサイ人のようなミスにつながらなければいいのです。そのためには、人間の本当の問題が実は、根本的なところにある。神様から離れてしまったところに人間の本当の問題があり、そして、その結果、人間の本当の問題は目に見えない悪魔、サタンとも呼ばれるその悪魔のわなに捕らわれて、悪魔の奴隷になってしまったというのが本当の問題です。アルコール中毒が問題ではなくて、麻薬が問題ではなくて、悪魔のしわざに引っかかったというのが本当の問題です。だから、認めたくないでしょうし、聞いたことがないかもしれませんが、聖書にはヨハネ8：44に「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者である」という関係、そのような存在になってしまったのが問題なのです。これを知らないと、人の問題を見てすぐに端的に表面的に評価してしまいます。イエス様が最後におっしゃいました。うわべによってではなくて、正しく評価しなさい。正しく評価するためには、人間の本当の問題が何かわかってそれを心から心底認めるようにならない限りは正しい評価はできません。「あの人が悪いよ」「あの人がいいよ」と言いますが、本当に良いか悪いか、それは当てになりません。人の本当の問題は、だれもわかっていないでしょうけれども、サタンとも呼ばれる悪魔のしわざなのです。Ⅰヨハネ3：8にも、キリストが現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためですとあります。その悪魔のしわざに見事にやられたというのが人の本当の問題です。そして、その悪魔のしわざに引っかかった結果、エペソ2：2に書いてあるように、悪魔が作り出した世の流れに流されるようになるしかありません。世の流れは何でしょうか。神なんかいらない、いない。これが世の流れです。そして、世の流れの代表的なものが、偶像崇拝であり、宗教であり、占いのような内容です。偶像そのものが悪いという前に、神はいない、神はいらないという象徴的なものなのです。そのように惑わすための道具なのです。だから、偶像が問題ではなくて、世の流れであり空中の権威を持つ支配者悪魔が裏でそれをコントロールしているものなので、偶像崇拝は悪魔崇拝であり、悪霊に仕えることになります。特に、神を離れたものの親孝行の気持ちを利用して先祖崇拝や先祖祭などは世の流れの代表的なケースです。どこの国、どこの民族にもあります。神の代わりに先祖になってしまうのです。親孝行という立派な大義名分があるので、皆がそれにひっかかってまどわされるしかないけれども、実は吟味して考えてみるとそれを親孝行だと思って崇拝をしている間に、本物の神からはどんどん離れるしかないのです。それが世の流れというものです。Ⅰコリント10：20には、先祖崇拝は悪霊に仕えることだと明確に示されています。このようなことになるので、これが本当の問題です。家庭内にいろいろなトラブルがあるかもしれません。ある家庭では皆が早死にしてしまう、あるいは同じ不治の病をずっと続けて患うような現象がありますが、それが問題ではなくて、実は悪魔のしわざというものに引っかかって、今まで先祖代々、悪霊に仕える、悪霊と交わるような人生を歩いてきた結果なのです。悪霊は人間にいいことをやる存在ではありません。どうすれば人を殺して滅ぼそうか、そればかり考えるものです。つまり、人の本当の問題は、私たちが考えている問題ではなくて、根本、根っこのほうの問題であり、また理恵的な問題なのです。それが悪魔のしわざということです。親を恨んだり誰かを心から憎んだり、それは見事にだまされることです。何が本当の問題なのかわかっていないのです。ときには自分自身を責めたり、悪魔はあらゆる手段をとおしてとにかく人が神様に立って喜ぶことを邪魔しようとしています。偽りをもって。霊的な問題です。っ
そして、そのような問題を抱えて人は罪とのろいから一歩も出られない、罪とのろいの勢力に捕らわれて制せられています。それが本当の問題です。右に飛んでも左に飛んでも出世しても堕落してもどっちにしても、罪とのろいの運命の中の話なのです。これが本当の問題です。ローマ3：23、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。これが自分一人の問題ではなくて、出エジプト20：3-4を見ると、子孫3代、4代まで、つまり、家系をずっと流れていて逃げることができません。だから、運命と言います。個人的にはエペソ2：3に書いてあるように、神様から離れてサタンのしわざに引っかかっているので、生まれながらそのときから神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる、つまり、生まれながら失敗が決まっているし、生まれながら滅びの運命の中を歩くようになるし、生まれながら絶対に幸せになれない存在として生まれるのです。変えることができません。そこが本当の問題です。そして、このまま一生終えて死ぬと、ヘブル9：27に書いてあるように、一度は死ぬことが定まっていて、死後にはさばきを受けることが定まっていて、そのさばきのあとは、地獄に行くしかありません。そのようなのろいに捕らわれているのです。そこから逃げられないから運命と言います。つまり、人の本当の問題は、根本の問題であり、霊的な問題であり、そして、運命的な問題なのです。これが何を意味するのでしょうか。絶対に、解決することができない、解決不可能な問題であり、だから、人の本当の問題の前で、人間は何の希望も持てないし、完全に絶望するしかない、これらが人間の本当の問題なのです。どこで暴れて、どこでもがいて、どこで頑張って努力をしているのでしょうか。無駄です。これが本当の人間の問題です。これがわかっていないと彼らのように安息日に何をしたのかとなるしかありません。人間の本当の問題が何か分かっていないと、人を健やかにしたにもかかわらず変な方向に行ってしまいます。

そして、人間の本当の問題が何か分かったならば、人は人間に何が必要なのか、本当の必要が何か分かるようになります。言葉を替えますと、彼らはこれがわかっていなかったので、人間に何が本当に必要なのか知らなかったので、今日のような変な動きになるしかありません。必要が何かわかっていないと。皆さん、何が必要なのでしょうか。人間の本当の問題が何か分かったのであれば、解決不可能であり、完全絶望であれば、必要なのは人間の方に何か要求したり求めたりするのではなくて上を見上げるしかありません。神様の恵みの他にはないのです。これがわかっていないのです。エペソ2：8でこう言われています。神の恵みのゆえに信仰によって。人間に必要なのは、こうしなさい、ああしなさいではなくて、神様の恵みなのです。しかもその恵みも一方的な恵みであり、無条件の恵みであり、計り知れない恵みなのです。人間の計算に合いません。人間の頭の理性には当てはまりません。神の次元です。それを人間の理性、計算に合わせようとすると、ものすごい無理が生じるのです。それで結局、自分の頭で理解するために、神を人間のように引きずりおろすわけです。そこはもはや神ではありません。何が人間に必要なのでしょうか。私の計算、能力、理性のすべての限界をはるかに超えた、計り知れない神の愛による神の恵み、無条件の神の恵み、一方的に与えるしかない、私たちはただで受け入れるしかない、いただくしかない、そのような神の恵みの他には、人間に希望はありません。だから、必要なのは、頑張ることではなくて、神の恵みなのです。神の恵みによって人間に必要なのが、いのちが壊れてから生じる問題なので、人間に必要なのは、いのちです。先ほども申し上げましたように、「彼らみたいになんで安息日にそれをやるのか」と、つまり、人に必要なのは、評価ではありません。正しいのか、正しくないのか、よくやったのか、そうではないのか、命令どおりなのか、そうでないのか、ルールに当てはまるのか、ルール違反なのかではありません。でも、人間の本当の問題が何か分かっていない、人間に何が必要なのか分かっていないと、ついついそういうものが先走ってしまいます。人間に必要なのは、本当の問題がわかれば評価ではありません。
それから、何かの要求でもありません。指図をして「これをしなさい」「こうしちゃいけない」という、それは人間に必要なものではありません。私たちは生まれながら家庭内で学校でテレビで教わったのが、そういうものしかありません。「こうすべきだ」「こうしちゃいけない」。人間に必要なのは、そのような倫理や指図ではありません。それではまったく通じない完全絶望だから、人間に必要なのはいのちが必要なのです。つまり、言葉を替えますと、人間には正しいかどうかの評価や、何かのオーダーを与えて人間に要求することではなくて、救いが必要なのです。罪から解放され、サタンから自由になり、神様と出会う救いが必要です。しかし、残念ながら、キリスト教であっても、聖書を教えるところであっても、教会であっても、人間の本当の問題が分かっていないと自然に何が必要なのかがずれてしまいます。だから、要求をしたり評価をしたり宗教とまったく同じ次元になって、それが理解しやすいので霊的な話が出たときにはすぐさま拒否反応になってしまうのです。彼らみたいに何を言っているのかと。人間に必要なのは、いのちです。そして、この神の恵み、いのちの主であるキリストが必要なのです。自分を磨くことではありません。優しい良い人間になることではありません。人間に必要なのは、神の恵みであり、いのちであり、キリストが必要なのです。キリストという言葉ではなくて、本当にキリストが必要なのです。油注がれた者、悪魔のしわざを打ち壊すことができる唯一の主、まことの王様。人間のすべての罪とのろいを完璧になくすことができる唯一の主、まことの祭司。神から離れて悪魔に従っていた滅びるしかないものを神様に戻して、神様と一緒になるようにすることができる唯一の方、まことの預言者。人間に必要なのは、キリストなのです。皆さん、何を求めていらっしゃるのでしょうか。この本当の必要がわかっていないと、自分自身に対しても周りの人間に対してもミスを犯すようになります。自分では正しくやるつもりなのです。なんと残念でしょうか。サタンの好都合ではないでしょうか。サタンの狙いではないでしょうか。
そして、このキリストが実はイエス様なのです。ヨハネ14：6には、こう書いてあります。わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしをとおしてでなければだれひとり父のもとに来ることはありません。イエス様こそがキリストなのです。だから、人間に必要なのは、キリストであるイエス様が必要なのです。世界中でこの御名のほかに、私たち人間が救われるべき名として、どのような名も人間に与えられていません。唯一、人間に必要なのは、キリストであるイエス様なのです。そして、このキリストであるイエス様が、キリストとしての神の恵みといのちのすべてを成し遂げられて十字架にかけられてすべてを完了したと宣言され、よみがえられました。今も生きていらっしゃいます。だから、人間に本当に必要なのは、このキリストですが、イエスがそのキリストだということを信じる信仰なのです。ローマ1：17、「義人は信仰によって生きる」とあります。生まれつき目が見えないものがイエス様と出会って、いろいろなことがありましたが今の言葉で言いますと信じたのです。人間の本当の必要がわかっていないと勘違いに陥ってミスの方に走るしかありません。残念なのは改めて何回も繰り返して申し上げますが、自分では正しくやるつもりなのです。一生懸命、頑張るつもりなのに、まったく方向がずれてしまうのです。取り返しがつきません。それで最終的にイエス様を十字架につけました。神様はそれも全部合わせて、私たちの救いのために益としてくださいました。けれども…ということです。なぜ人を健やかにいやされたのにもかかわらず、このように引っかかってしまうのか。本当の問題がわかっていないと、本当の必要が何か分かっていないので、テーマが違うものになるしかありません。喧嘩をしなくてもいい、争わなくてもいい、葛藤を覚えなくていいものをテーマにして、そこでごちゃごちゃするしかないのです。
最終的に、取り返しのつかないミスを犯してしまいました。そのミスの内容が何なのかと言いますと、結局は、いのちより違うものが先走るようになります。いのちより律法、法律、決まりを優先するのです。もっともな話のように思われるでしょう。皆、見事にやられるのです。クリスチャンでもそうです。なぜ教会で喧嘩が多いのか。信徒同士でつまずくようになるのかと言いますと、結局、いのちよりほかのものが、自分が持っている基準などが先走ってしまうからです。なぜそうなるのでしょうか。本当の問題を忘れているから、イエスはキリストですという告白を一瞬、忘れていてその上に立たないからです。だれかが悪いからではありません。人間は皆、誤りがありミスがあり失敗がありますよ。弱さもあります。それが問題になるのは、何が本当の問題なのかがわかっていないがゆえにいのちより人を生かすことより違うものが先走ってしまうからです。これが取り返しのつかないミスにつながるということをぜひ覚えてください。本当の問題と、本当の必要がわかっていないと、聖書を教える側であってもいのちより形式が優先であり、いのちよりイデオロギーが自分も気が付かないうちに先走ってしまいます。なぜ教会がナショナリズムなどをあおるようなところになるのでしょうか。なぜ道徳を教えるのでしょうか。いのちの意味をわかっていないからでしょう。なぜ人をすぐに判断して騒いで評価してしまったりするのでしょうか。なぜ忍耐をもって待つことができないのでしょうか。いのちより他のものが先走っているからです。そうすると、皆が必要なもっともな内容でしょうけれども、結果的にはいのちの道を邪魔する役割になってしまうのです。そして、聖書を見て教えるとしても、誤解を招くようになるしかありません。聖書を、法律が書かれている、決まりが書かれている律法の本として見るのです。そうでしょうか。聖書はこうしなさい、ああしなさいという命令が書いてあるものとして見るのです。聖書はいのちの書です。聖書を、自分自身を磨くための教養の書籍のように扱うようになるし、また自分の欲求やいろいろな要求、求めるものの道具にするための参考書にする場合があります。イスラエルの人は、イスラエルのための歴史の書物だと誤解してしまうのです。聖書はそういうものではありません。人に絶対に必要ないのちのための書です。神のいのちのみことばなのです。命令が書いてあって、決まりが書いてあっても、そのすべての内容はいのちのためなのです。けれども、何が本当の問題なのか分かっていないと、聖書を見るときにもそのように見るしかありません。誤解をするしかないのです。最終的には、キリストと言いながらもキリストも誤解してしまいます。ご存知のように、バプテスマのヨハネのように、エリヤのように、エレミヤのように、預言者のように誤解するしかありません。イスラエルの人々は、自分の民族の救世主だと誤解していたのです。キリストはそのような方ではありません。キリストは絶対に解決不可能なすべての人類が引っかかっている創世記3章の問題を完璧に解決して、そのために十字架で身代わりとなる方がキリストです。でも、誤解してしまうと、キリストが十字架にかかるということはとんでもないのです。ありえないのです。認めることができません。なぜメシヤが十字架で死ぬのか。あれはメシヤではないと、いまだにユダヤ人は信じ込んでいます。なぜでしょうか。ユダヤ人は、人の本当の問題、神様を離れてしまった霊的な問題が何かまったくさっぱりわかっていません。だから、聖書を見ても誤解するしかないのです。それが災いを招いてしまったのです。逆に私たちはこのような勘違いさえなくせば本当の問題が何か分かって、本当の必要が何かわかればこのようなミスに走らないでしょう。また、今までの癖があっては知ろうとしているときにもすぐにブレーキをかけて、神様にお祈りをしながらイエスはキリストですという告白の上にしっかり立とうとするのではないでしょうか。非常に大切です。言葉の問題より、その人のニュアンスをオーラと色がまったく変わってきます。同じキリスト教と言っていても。

ですから、皆さんの内側に福音より先走っている主張のようなものがあるならば、よくそれを察して全部下すようにしましょう。そういうものは存在しません。邪魔です。自分自身に問いかけてみましょう。自分にはなぜキリストが必要なのか。それを点検しないといけません。なぜキリストが必要なのでしょうか。それから、何かの批判より、そこでキリストといのちの必要性を見るようにしましょう。それで自分自身も生かされて、他の人も生かす人生を歩かないといけません。それなのにクリスチャンが行く所々においてすべてがつぶされるなら、これはクリスチャンの在り方ではありません。皆がさばいて皆が批判しているところでも、クリスチャンが行くとダウンして落ち込んでいるものが、失望している人間が生かされるようにならないといけません。何が問題なのかわかっているから。何が必要なのかわかっているから。さばきはいりません。つまり、いのち中心の人生を歩くように祈っていきたいと願います。クリスチャンは生かす存在です。いのち中心で勝利の道を歩む存在です。けれども、それがなぜ聖書を愛していると断言していたユダヤ人たちはできなかったのか。いのちより安息日を守るということを優先しました。安息日を守らなくてもいいのか。安息日を守ることがイエス様を信じることであり、イエスを伝えて人をいやすことなのです。だから、聖書も誤解してしまいます。何が安息日を守ることなのかもわからずに、いのちより間違っていることを守ることを優先するのです。その間、人が死んでいるのです。私たちは、そうするわけにはいきません。何が問題なのか分かっているから。どんなだめな人間でも何が必要なのか分かっているから、先走ることをカットしながら評価を優先したり病気を優先したりではなくて、救いのキリストを最優先しないといけないのです。皆さんによって溺れている多くのたましいが生かされるのです。そして、皆さん自分自身もこのように整理することによって、自分がまず生かされるようにならないといけません。ほとんどのクリスチャンが自分を殺しています。

いのちの主人公であることを具体的に１週間味わうことを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。神は私たちに恵みをもって、いのちの主キリストを与えられ、そして、私たちを救い出す救いの主であることを改めて告白をささげます。人間に何が本当に必要なのかということをしっかりと握って、今までそうでないもの、先走っていたものを下ろすことができるように、まことの自由と生かされて生かす祝福を体験できますように、聖霊様がひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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